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起承転結構成を用いた文章表現能力を育成する方法の研究 
－ 「転」の効果に着目して － 
 

























































































摘する。   
 承・転・結はヘーゲルの弁証法の正反合とも   





  推論の手順としては，ある命題を肯定的に主     
  張する(措定・正・テーゼ)→それに対して否  
  定的・対立的な主張を設定する(班措定・反・ 
  アンチテーゼ)→措定・反措定の両者の対立・  
  矛盾を媒介にして克服し，新たな主張をする， 
  あるいは，措定・反措定を総合統一する，と  

































































































表 1 指導計画 
○対象：山形県内 Y高等学校第１学年２クラス 













































































































A ○ ○ 
B ○ × 
× ○ 






評価 人数 割合 
A 66 81% 
B 12 15% 
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